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〔編集後記〉
昨年の編集後記に，エベレストの無離素登頂に関する 
California大学の JohnWestを隊長とする研究チーム
の成果について紹介した。去る 9jj始めのシ Fニーにお
ける国際生理科学会議にも West教授から，さらに詳し
い報告があった。司教授の結論では，無重愛素登頂が可能
なのは気圧が比較的高い夏携においてのみ，ほぼ体力の
限界点で可能であるという。しかし，アルゼニスト達の
野心には際限が無いようである。いまや真冬のエベレス
トへの無設素登環が彼等の次の最大臣標であるという。
この時期の気圧は夏よ予も少くとも 10mmHg位低い
と言われる。従って，現在の生理学の知識からの予測で
は，不可龍と思われるこの難事を，果してこの肉体の限
界を乗りこえる超人が現われるであろうか。興味のある
所である。
さて，今秋は高山とは逆に潜水に関する 2つの集り
に出馬する機会を得た。 1つは，国際生理替学会議の 
Satellite symposium iBreath-hold diuing and asph-
yxiaJ，もう 1つは，産業豆大で関擢されたシンポジワ
ム iHyperbarbaricmedicine and underwater physi-
ologyJである。 
i替水に関しては，吉くから海女による「患こらえの素
もぐり Jが有名で、ある。その深さは普通， 10.，3伝n，せ
いぜい数十mを出ない。最近フランスの JaquesMayol 
が 101mまでの sportsdiving に成功して話題となって
いる。深度は 10mごとに 1気圧増加するから， 100訟で
は11気圧の環境ということになる。一方，いわゆる海
底の居住装置内での深度の世界記録は Juke大学のAt-
lantis m，lV計画で約700mである。このような高気
圧下では窒素ガスによる麻酔作用とその密度増加に由来
する気流抵技増加のためヘリウムガスの割合を多くして
やる必要がある。このような異常環境に謝えるために
は，深度の達成までに1Of3位，それから地表に戻るのに 
20日余りもの騨化の員数が必要であった。それでも，こ
のような環境に耐えられたの辻，ごく選び抜かれた人達
だけであり，自由な海底生活を可能tこすることは，月に
人を送るよ予も透かに匿難な課題であると言われてい
る。
さて，ヒトと昂乙く蹄呼吸をしながらも海中で生活す
る divingmammalの潜水活動はどうであろうか。 中で
も，アザ、ラシの類は約 1000mの深海にまで一気に替水
し， 30 -1時開も遊泳することが可能である。このよう
な divingmammalの生理機能について最初の重要な観
察をしたのは Scrippslnstitute (カルフォノレニア州・
サンジェゴ)の Scholandぼである。その要点は，酸素
携費量の著しい抑制，心拍数の極端な減少，末檎組織の
血管の強い収縮によって血液を重要臓器に集中すると共
に，鮪の水圧記よる圧追虚説を院止することである。ヒ
トの潜水の場合は国い腕郭に屈まれた諦は残気量(工~ 
21)以上には大きく諮小することは国難であろう。し
たがって，従来は深駿息(その場合の2車内ガス量は 5-
61) して潜水しても，潜水深度はせいぜい 5-60m(6 
-7気圧)に限られると推測されてきた。又，ヒトでは
潜水詩に酸素消費量が減少してエネノレギーの節約を計る
という報告はない。しかし，今回の divingのシンホ。ジ
ウムでアラスカ大学海洋研究所の Elsner教授からYo・ 
gaの行者で酸素治費量が半分近くも低下したという例
が報告され，前述の 100m潜水に成功した JaquesMa・ 
yolが替水の前に Yogaを行って精神統ーを計るとい
う話しと共に大きな興味がもたれた。いずれにしても潜
水という能力に関しては，同じく空気呼吸の噌乳動物で
ありながら，ヒトは遥かにアザラシに及ばないことは明
岳なようである。
さらに深海魚の世界になると数千mの海底に辻誇き袋
をもった魚の存在が知られている。この中の酸素濃度は 
90%を超えるが， D' Aoust(シアトル・ VirginiaMason 
Researchcenter)はこの浮き袋の上皮額胞中に多数の血
色素様の結晶構造を発見した。高圧下でのこの蛋白が窒
素ガスと結合することで高濃度の酸素を分泌するのでは
ないかと述べ註自された。ヒトの場合法数気圧でも高濃
度酸素では数分以内に酸素中毒による中枢衿経の霞害が
起るのと対照的である。
「ヒトは万物の霊長jとよく言われるが， これは患い
上習も甚だしい言葉ではあるまいか。話しを高山に戻し
てみても，エベレストの上空迄かに高く，渡り鳥の群が
ゅうゅうと飛び去ヮてゆくという.
環境への適忠ということに関しては，ヒト以外の生物
が準かにすぐれた龍力をもつことが多いようである。
〔鵜集委員長本田良行〕
